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１．はじめに 

 

この度は、ＡＡ型ＮＣＵ付伝助Ｊｒ．８（ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ）をご購入頂き誠に 

ありがとうございます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使い下さい。 

 

 

今後とも、（株）システック”伝助Ｊｒシリーズ”をご愛用下さいますようお願 

い申し上げます。 

 

２．ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの特徴 

 

ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓはマイクロコンピューターとモデムの機能を有機的に用いた安価 

で信頼性の高い双方向の多重伝送装置に、ＮＴＴ一般公衆回線への発着信機能（ＮＣ 

Ｕ）を組み合わせたものです。また、ＮＣＵ機能の必要のない専用回線でも使用でき 

ます。 

 

種々の設定をＥＥＰＲＯＭにあらかじめ記憶させる事で、例えば電話番号やＩＤ番号 

等、ユーザー固有のデータを特殊な装置を用いることなく簡単に登録でき、豊富な機 

能を盛り込む事を可能としました。 

 

また、入力の変化のみで発信する、自動発信モードを設け、本体自身に出力表示ラン 

プを備えたため監視のみで使用する場合は外部のコントロールを必要とせず機能を果 

たすことが可能です。 

 

３．ブロック図 

 
 

 

電話回線もしくは 

専用回線 
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４．仕様 

（１）一般仕様 

項 目 内   容 

電 源 AC アダプタ又は DC12V  ±10％ 

 消費電力 650 (DC )以下 

 周囲温度、湿度 ０ ～５５ ℃８５ ％（結露なきこと） 

 耐震動 ＪＩＳ Ｃ０９１１ に準拠 

耐衝撃 ＪＩＳ Ｃ０９１２ に準拠 

 周囲雰囲気 腐食性ガス、塵埃のないところ 

 寸 法 ２５０（ｗ）１７５（ｄ）４０（ｈ）ゴム足除く 

 重 量 １ ．５ｋｇ 以下 

 
（２）ＮＣＵ部仕様 

  項 目  内   容 

 適用回線  電話回線，専用回線 

 回線接続方式  通信コネクタ（モジュラー６極２芯） 

 網制御機能  ＡＡ ／ＭＡ ／ＭＭ 

 制御ＣＰＵ  ８ビット 

 選択信号種別  ＤＰ（１０ＰＢＳ）、ＰＢ：初期設定 

 直流抵抗  １５０Ω 

 発信モード  手動、自動：         ：内部設定で切換 

 自動発信入力  発信信号（ＥＲ）又は、データ入力変化 

 着信モード  手動、自動          ：内部設定で切換 

 シリアルポート  RS232C 規格に準拠 

 再呼機能  有り  呼出時間 30 秒、小休止 20 秒、休止時間は設定 

 ポケベル発信  有り  （内部設定） 

連続接続防止機能  自動発信で 3 分経つと自動的に切断する 

ブザー出力  有り    １ａ  リレー出力 

回線リセット 有り 
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（３）多重伝送部仕様 

 

項 目 内   容 

通信変調方式 ＣＣＩＴＴ Ｖ ．２１ＦＳＫ 

伝送点数 １６点双方向 

伝送時間 １１０ｍｓ 以下 

ライン周波数 ９７０～１９００Ｈｚ 

インピーダンス ６００Ω 

キャリアレベル －５ ±１ ．５ｄＢ 

ライン切断時の 

動作モード 
オープン 

信号 ８点（フォトカプラ） 

切換信号 ３点（フォトカプラ）：入力として使用可 

ＩＤ ４点（内部メモリに設定） 

入 

 

力 

ゲート信号 １点（ＮＣＵ内部で処理） 

信号 ８点（リレー接点）：AC100V/DC24V1A 以下 

切換信号 ３点（トランジスタ）：100m/DC 出力として使用可 

ＩＤ ４点（トランジスタ）：100mA/DC 

出 

 

力 

ゲート信号 １点（ＮＣＵ内部で処理） 

 
５．機能説明       

（１）正面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■表示ランプ 

ＴＥＬ       ： ラインが電話機に接続されている時点灯 

ＤＡＴＡ      ： 次ページ表参照          

ＣＭ        ：       〃 

ＰＯＷＥＲ     ： 電源がＯＮ の時点灯 

ＯＵＴ１ ～８    ： 多重伝送の１ ～８ に出力のある番号が点灯 

 

 

POWER

ON

OFF

TALK DATA TEL DATA CM POWER RESET 1 2 3 4 5 6 7 8
OUT

MTR-NCU 8S
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運転中 

設定中 

相手呼出 

通信中 

再呼待機中 

ＥＲ解除要求 

ﾎﾟｹﾍﾞﾙ送信中 

相手局呼出中     

 

 

 

■操作スイッチ 

ＰＯＷＥＲ    : 電源スイッチ（ロッカースイッチ） 

ＴＡＬＫ      : ＮＣＵが手動モードの時、回線切断スイッチ 

ＤＡＴＡ    : ＮＣＵが手動モード（電話機発信）の間、多重伝送への切り換 

えスイッチまたは、回線発信、着信スイッチ 

ＲＥＳＥＴ    : ＮＣＵが自動着信モードで、データ確認後の回線切断スイッ 

チ又、着信後のブザーＯＦＦスイッチも兼ねています。 

 

（注）本装置の電源がＯＦＦになれば、電話回線は、自動的に電話機に接続されます。 

 

（２）裏面パネル 

 

◆ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ－Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＥＬ    ： 電話機を接続 

ＬＩＮＥ    ： ＮＴＴ回線を接続 

ＦＧ      ： アース端子 

ＤＣＩＮ   ： ＡＣアダプタを接続 

DC IN
TEL LINE

ランプ表示 点灯 消灯 点滅 

TEL DATA CM POWER

MTR-NCU 8S
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◆ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ－Ｂ ，Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＴＥ     ： 外部制御装置を接続 

ＲＳ２３２Ｃ  ： 外部制御装置とＲＳ２３２Ｃ通信をする時に接続 

ＴＥＬ     ： 電話機を接続 

ＬＩＮＥ    ： ＮＴＴ回線を接続 

ＦＧ      ： アース端子 

ＤＣＩＮ    ： ＡＣアダプタを接続 

 

 

（３）底面設定スイッチ及び７セグ表示器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．７セグ表示器 

０～９のモード及びデータ値を表示します。 

 

ｂ．設定スイッチ 

モード     ： 運転、設定操作モードを選択 

選択      ： 設定値を入力、確認する時のデータの内容を選択 

データ     ： 設定値を入力する時のデータ 

ｃ．押釦スイッチ 

ステップ    ： ２桁以上のデータ書込時、データの仮登録をします 

書込      ： 設定値をメモリエリアに書き込む時押します 

 

（注）底面スイッチの取扱いは、７項をご参照下さい    
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（４）外部端子台及び入力表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 

Ｐ１ －Ｎ１に電源を供給する場合は、絶対にＡＣアダプタを使わないで下さい。故障 

の原因になります。 

 

※出荷時は、Ｐ１－Ｐ２、Ｎ１－Ｎ２がジャンパーで接続されています。入出力のアイ 

ソレーションを必要とする場合は、 ジャンパーをはずしてＰ２–Ｎ２に入力駆動用外 
          部電源（ＤＣ１２～２４Ｖ±１０ ％）を供給して下さい。 

 

■端子台の内容 

 

端子名称 区分 説明 

Ｐ１－Ｎ１ 電源 
ＤＣ１２Ｖ ±１０％を供給（ＡＣアダプタを 

使わない時） 

Ｐ２－Ｎ２ 電源 ＤＣ１２～２４Ｖ  ±１０％入出力用外部電源 

ＢＺ－ＢＣ 出力 ブザー出力（リレー接点） 

ＲＳ－ＲＣ 入力 
ＮＣＵ自動着信時の回線切断用外部入力 

（表面パネル「ＲＥＳＥＴ」と同機能） 

ＹＣ１ コモン 出力Ｙ１～Ｙ４ のコモン 

ＹＣ２ コモン 出力Ｙ５～Ｙ８ のコモン 

Ｙ１～Ｙ８ 出力 出力１～８ （リレー接点） 

ＸＣ コモン 
入力Ｘ１～Ｘ８ とＳＩ０､ＳＩ１、ＳＩ２の 

コモン 

ＳＩ０，１，２ 入力 切換信号データ 

Ｘ１～Ｘ８ 入力 入力１～８ 

 

■入力表示ＬＥＤ 

       ＬＥＤ１～８は入力信号Ｘ１～Ｘ８がＯＮの時点灯 
 

 

出荷時短絡済み 入力表示ＬＥＤ 

8 7 6 5
4 3 2 1

Y8 Y7 Y6 Y5 
Y4 Y3 Y2 Y1 YC1 

YC2 BZ
BC X1 

X8 X7 X6 X5 
X4 X3 X2 XC 

S12
S11

S10
RC 

RS P2 P1 
N2 N1 
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６．コネクタ及び外部接続端子台 
          （１）ＤＴＥ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ＲＳ２３２Ｃ 

 
９．ＲＳ２３２Ｃ 通信の項をご覧下さい。 

  
（３）外部接続端子台 

５－（４）項参照 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

ピン No 信号名 入出力 信号 

1 ＦＧ － フレームグランウンド 

2 ＤＳＣ 出力 発信接続完了 

3 ＣＭＬ 入力 着信指令 

4 ＣＩ 出力 着信呼出信号 

5 ＥＲ1 入力 発信指令第１ 電話番号 

6 ＥＲ2 入力 発信指令第２ 電話番号 

7 ＩＤ1 

8 ＩＤ2 

9 ＩＤ3 

10 ＩＤ4 

出力 

 

 

 

ＩＤ信号 

 

 

11 ＳＪ0 出力 切換信号 0 

12 ＳＪ1 出力 切換信号 1 

13 ＳＪ2 出力 切換信号 2 

14    

15 ＳＧ - シグナルグランド 

15 14 13 12 11 10 9 

8 7 6 5 4 3 2 1 



 9

（４）入出力回路 

  

Ｎｏ 等価回路図 信号名   接続 

 

１ 

  
入力回路―Ａ 

 

 

 

 

 

 

 
入力信号は接点もしくは、トランジス 

タオープンコレクタ 

 ＥＲ１ 

 ＥＲ２ 

 ＣＭＬ 

ＤＴＥ－５

ＤＴＥ－６

ＤＴＥ－３

 

２ 

  
 入力回路―Ｂ（フォトカプラ入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※）ジャンパすれば外部電源不要 

Ｘ１～８ 

Ｓ１０～２ 

ＲＳ 

 

端子台 

 〃 

 〃 

 

 

３ 

 
 出力回路―Ａ（ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ） 

 

 

 

 

 

 

 
 負荷電流  ：１００ｍA以下 

ＤＳＣ 

ＣＩ 

ＩＤ１～４ 

 

 

 

ＳＪ０～２ 

ＤＴＥ－２

ＤＴＥ－４

ＤＴＥ－７

    ８

    ９

   １０

ＤＴＥ１１

   １２

   １３

 

 

４ 

 
 出力回路―Ｂ（リレー接点出力） 

 

 

 

 

 

 
 

接点容量 AC100V,DC24V  1A 以下 

 但し、負荷の合計は、３Ａ以下 

 Ｙ１～８ 

 ＢＺ 

端子台 

 〃 

 

 

 

 

 

ＣＭＯＳ 

５V 

１KΩ 
１０KΩ 

入力 

内部回路 
出力 負荷 

外部電源

DC１２V～２４V 

Ｌ

出力リレー
Ｒ

内部回路

出力 

外部電源 
ＤＣ12～24Ｖ 
 

※

Ｐ2 

Ｎ2 

 

Ｎ1 

Ｐ1 

 
内部電源 

内部 
回路 
 

２.４KΩ 
 

入力 
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７．運転モードの設定、データ登録と確認 

 

・・ はじめに ・・ 

モード及びデータの設定は、以下の手順通り正確に願います。 

万一、手順を間違ったりして、次のステップに進まないとか、動作がおかしくなった 

りした場合は、電源スイッチをＯＦＦにして、はじめから設定をやり直して下さい。 

 

 

(1) 運転モードスイッチの切換 

ケース底部モードの切換で各モードが設定出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 

※モードスイッチの変更後、運転モードに切り替えた時、５秒の待機時間を 

設けています。５秒間待って運転を再開して下さい。 

また、電源投入時も同様です。 

 

 

※ＲＳ２３２Ｃ設定の取扱いについては第９項「ＲＳ２３２Ｃ通信」を 

ご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  DS No モード内容 機能説明 

   0 運転 運転あるいは、ＤＴＥ制御運転 

1 ＮＣＵ機能 ＮＣＵの機能設定と確認 

2 ＮＣＵデータ ＮＣＵのデータ設定と確認 

3 RS232C 運転 ＲＳ２３２Ｃ通信運転 

4 

| 

9 

 

未使用 
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（２）ＮＣＵ機能の設定と確認 

モードスイッチを［１］にして、選択、データスイッチで機能を選択して書込スイッ 

チでＮＣＵをコントロールするメモリに書き込む。ＮＣＵ機能の設定では、ステップ 

スイッチは使用しません。 

現在書き込まれている  データの確認は、選択スイッチを確認したい機能に回すと７ 

セグ表示器にデータが表示されます。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

［ＮＣＵ］機能表 

 

選択 設定項目 設定（データ）内容 出荷時 

0 ＤＰ 
0 ダイヤル選択 

1 ＰＢ 
0 

0 手動 

1 ＤＴＥ      （注３） 

2 入力変化連続発進  （注８） 

3 入力変化 

1 
発信モード 

（注１） 

4 入力変化分割    （注４） 

0 

0 手動 

1 自動（ＮＣＵ）  （注５） 2 着信モード 

2 自動（ＤＴＥ）  （注５） 

0 

0 無し 

1 有り（第２電話番号で完了） 3 
再呼回数オーバー

で呼出切換 

2 有り（第１電話番号に戻る） 

0 

0 無し 

1 第２電話番号ポケベル発信 4 
ポケベル発信 

（注２） 

2 両電話番号ともポケベル発信 

0 

0 ブザーＯＦＦ 
5 ブザーＯＮ／ＯＦＦ

1 着信呼出ブザーＯＮ（注６） 
0 

0 一般公衆回路 

1 専用回線（オリジネイドモード） 6 
接続回線 

  （注７） 

2 専用回線（アンサーモード） 

0 

0 従来モード 
7 出力モード 

1 保持モード（注９） 
0 

８、９ 未使用 
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（注１） 

自動発信で既に接続中に、さらに発信に値する事象が発生した場合、２秒以内に回線 

が切断されると切断直前のデータを補償する為に改めて発信します。 

 

（注２） 

ポケベル装置の応答は回線極性反転をみていますので、ＰＢＸ（構内交換機）では使 

用できません。 

 

（注３） 

ＥＲ１，あるいはＥＲ２がＯＮ すると回線に発信し、応答があるとＤＳＣが返ってきます。 

接続に失敗すると、再呼モードに入ります。尚、再呼中にＥＲ１ ，ＥＲ２ が無くなっ 

た場合は呼出を完了します。 

 

※自動発信動作にはいった後、着信があった場合は、着信を優先させ、再呼モードになります。 

 

再呼１回で接続された場合のチャート 

                           

３０秒       ２０秒 

 

 

 

ＥＲ１，２ 

 

 

発信 

 

 

相手応答 

 

 

ＤＳＣ 

 

（注４） 

〔入力変化分割〕を設定すると 

入力１～４ ： 第１電話番号に発信します 

入力５～８ ： 第２電話番号に発信します 

尚、選択５（データ設定表）の発信入力番号の設定は、無視され、上記分割されたい              

ずれの入力でも発信されます。 

 

（注５） 

自動着信は、多重伝送の機能と一体となったＮＣＵモードと外部からのコントロール 

で行うＤＴＥモードと２種類あります。 

 

ＮＣＵモ－ド ： ＮＣＵモードの動作は、リンギング信号を着信すると回線を接続 

し、一定時間多重伝送のキャリアの受信が無くなると回線を開放 

します。 

ＤＴＥモ－ド ： ＤＴＥモードの動作は、リンギング信号と連動してＣＩをＤＴＥ 

に送出して、ＣＭＬ ＯＮで回線を接続しＣＭＬがＯＦＦになる 

と回線を開放します。 

 

 

 

 

再呼 
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（注６） 

自動応答の時、最大接続時間以内に［ＲＥＳＥＴ］スイッチを押されない場合は、 

回線が切断されても［ＲＥＳＥＴ］を押すまでブザー出力は継続します。 

■ 操作例－－ダイヤル選択でＤＰをＰＢに変更します。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

No     操作         表示       内容 

１  モードスイッチが 〔０〕〔ブランク〕  運転モードで７セグの表示はしません 

      

２  モードスイッチを 〔１〕〔＊〕     選択スイッチの位置でデータの内容 

 が表示されます（確認） 

３  選択スイッチを  〔０〕〔０〕     現在のＤＰの設定が確認できます 

 

      ４   データスイッチを  〔１〕〔ブランク〕  何も表示しません 

 

５  書込スイッチを押す       〔１〕          ＰＢ に設定が完了しました 

 

 

（注７） 

専用回線で使用する場合は、必ず一方をオリジネイトモード、もう一方をアンサーモ 

ードに設定して下さい。 

 

     （注８） 

       Ｘ１～Ｘ８に入力変化があると、まず第１電話番号に発信し、通信が完了すると引き 

続き第２電話番号に発信し通信をします。 

第１電話番号に通信完了後さらに入力変化が発生すると、第２電話番号に通信完了後 

再び第１電話番号に発信します。すなわち、両方の電話番号に変化の状態が伝わった時 

点で通信の完了とします。 

尚、再呼回数オーバーで呼出切換″選択〔３〕は設定〔０〕″とみなします。                     

 

（注９） 

 出力保持モードに設定すると出力データはＥＥＰＲＯＭに記録されます。従って停電に 

 なっても復旧すれば出力データを維持しています。 
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（３）データ設定と確認 

モードスイッチを〔２〕にして、選択スイッチで設定項目を選択し、データスイッチ 

でデータを決めて、書込スイッチで内部メモリにデータを書き込みます。３～６項は、 

ステップスイッチは、使用しません。 

現在書き込まれているデータの確認は、選択スイッチを確認したい項目にして、ステ 

ップスイッチを押して確認できます。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

［データの設定表］ 

 

選択 設定項目 設定（データ）内容 出荷時 

０ 第１電話番号 ０～９ 最大１２桁 
 

１ 第２電話番号 ０～９ 最大１２桁 
 

２  ＩＤの登録 ０～９  ０～１５ 0 

０ 無し 

１～８ 設定した数値が再呼回数 ３ 
再呼回数 

（注１ ） 

９ 回線が接続するまで再呼 

9 

４ 
呼出休止時間 

（注２）（注３） 
０～９  １～３０分 0 

０ 入力番号１のみで発信 

１ 入力番号１，２で発信 

２ 入力番号１～４で発信 

５ 

発信入力番号 

（入力変化で自動発 

信モード） 

3 いずれの入力でも発信 

3 

０ なし 外部で切断 

６ 最大接続時間 

１～９
設定した数値（分）が最大 

接続時間 

3 

７ ポケベル設定時間 ０～６ ５～３０秒（注４） 3 

８、９未使用 

 

（注１） 第１，２電話番号いずれにも適応されます。 
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（注２）回線の接続に失敗した場合、再度の発信間隔は、下記のチャート通り、３回 

一定の間隔で発信し、その後に”呼出休止時間”を設けます。 

 

■再呼のフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

         TO   t             Ｔ          Ｔ 

 

 

T0  ：呼出時間  （３０秒） 

t   ：小休止時間（２０秒） 

Ｔ   ：休止時間 

 

 

（注３）呼出休止時間のデータ値の対比表 （注４）ポケベル設定時間のデータ対比表 

 

データ値 休止時間 データ値 休止時間 

０ １分 ０ ５秒 

１ ２分 １ ５秒 

２ ３分 ２ １０秒 

３ ５分 ３ １５秒 

４ １０分 ４ ２０秒 

５ ２０分 ５ ２５秒 

６～９ ３０分 

 

６ ３０秒 

 

                   (※) ダイヤル終了後から、メッセージを 

                    送出するまでの時間設定です。 

                            極性が反転すると、反転直後から改 

めて、設定時間後にメッセージを送 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初回 
呼出 

再呼 
１回目 ４〃 ３〃 ５〃 ２〃 ６〃 ７〃 ８回目 
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■操作例 －第１電話番号の確認と設定（６４－０１６０を設定）－ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

上記のようにモードスイッチを２にする 

 

No   操作           表示      内容 

１ モードスイッチが ［０］ ［ブランク］ 運転モードでは７セグの表示はしません。 

 

２ モードスイッチを ［２］ ［＊］    選択スイッチ位置の先頭のデータを表示 

 

３ 選択スイッチを  ［０］ ［＊］    現在設定されている電話番号の１桁目の数 

値を表示（※） 

6 4 0 1 6 0 

 

４ データスイッチを ［６］ ［ブランク］ 何も表示されません 

 

５ ステップスイッチを押す  ［６］      １桁目に６を仮に登録 

 

６ データスイッチを  ［４］ ［ブランク］  何も表示されません 

 

７ ステップスイッチを押す   ［４］        ２桁目に４を仮に登録 

 

８～１３ －－順次０，１，６，を仮に登録－－－ 

 

１４ データスイッチを  ［０］ ［ブランク］  何も表示されません 

 

１５ ステップスイッチを押す   ［０］        ６桁目に０を仮に登録 

 

１６ 書込スイッチを１回押す   ［］          （※※） 

 

１７ 書込ｽｲｯﾁをもう一回押す   ［６］        64-0160 が書き込みされて１桁目の６を表示 

します 

 

（※）順次ステップスイッチを押すと、現在設定されている２桁目以下の番号が表示されるの 

で番号の確認ができます。尚、確認、設定の途中でやり直したい場合は、選択スイッチ 

を［０］以外にすると、それまでの順に表示したデータや仮に登録したデータがクリ 

アされ１桁目の表示に戻ります。 

 

（※※）ダイヤル途中にポーズ（３．５秒）を必要とする時仮登録しておいて、引き続き番 

号を入力します。 
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８．動作説明 

（１）手動発信（その１） 

（ＮＣＵの発信モードを［０］に設定） 

○外付電話機で、通信する相手のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの電話番号をダイヤルします。 

○接続されると、相手のキャリア音が”カリ、カリ、”と聞こえます。 

○当方のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの［ＤＡＴＡ］押釦スイッチを押します。（ＤＡＴＡランプ 

点灯） 

○双方のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓが接続され、多重伝送通信されます（ＣＭランプ点灯） 

○通信の切断は、［ＴＡＬＫ］押釦スイッチを押します。また、相手が回線を切断すれば 

［ＣＭ］ランプが消灯します。 

 

（２）手動発信（その２） 

（ＮＣＵの発信モードを［０］に設定） 

○［ＤＡＴＡ］押釦スイッチを押すと、自動的に第１電話番号に発信します。 

○接続に失敗した場合は、再呼モードに入ります。 

（３）手動着信 

（ＮＣＵの着信モードを［０］に設定） 

○相手のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓから通信があると、外付の電話機が鳴動します 

○電話機をフックアップすると、相手のＭＴ－ＮＣＵ８Ｓからのキャリア音が ” 

カリッカリッ”と聞こえます。 

 

※電話機をフックアップせずにいきなり［ＤＡＴＡ］押釦スイッチを押しても着信 

します。 

 

○当方のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの［ＤＡＴＡ］押し釦スイッチを押します。 

○双方のＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓが接続され、多重伝送通信されます。 

○通信の切断は、［ＴＡＬＫ］押し釦を押します。また、相手が回線を切断すれば［ＣＭ］ 

  ランプが消灯します。 

 

※手動発信と手動着信の共用について 

発信、着信かどちらも、手動モードの場合には、電話機をフックアップした後に、 

［ＤＡＴＡ］押し釦スイッチを押すと手動発信が優先されます。従ってこの場合は 

フックアップ後の着信動作は行えません。 

 

（４）自動発信 

（ＮＣＵの発信モードを［１～３］に設定） 

各モードで自動発信する状態 

◆発信モード［１］ＤＴＥ発信：ＥＲ１もしくはＥＲ２がＯＮ 

◆発信モード［３］入力変化：発信入力番号で設定された入力の変化で発信 

◆発信モード［４］入力変化分割：入力番号１～８いずれかの入力の変化で発信 

 

※発信モードで相手が応答前に発信原因が無くなった場合は、発信を中断します。発信の 

継続が必要なら外部で発信原因をキープして下さい。 

 

※※入力変化とは、 

◆ＯＦＦからＯＮへの状態変化 

◆ＯＮからＯＦＦへの状態変化 

いずれの変化でも入力変化がある事になり、入力発信モードで入力変化［３］ 

［４］を設定すると自動発信します。 
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ａ．通信相手がＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）発信モード〔１〕の場合は、ＤＳＣをＤＴＥに送ります。

第１電話番号か 

発 進 Ｏ Ｎ  

第１電話番号 
ダイヤル 

第２電話番号 
ダイヤル 

相手応答か （※）

多重伝送通信 

相手が接続中 

３秒タイマＯＮ 

ＲＥＳＥＴ ＯＮ 

最大接続時間 

２秒間に入力変化あったか 

通信終了 

回路切断 

発進ＯＮ接続中か 

３０秒オーバーか 

再呼終了 

別の電話番号を呼ぶか 

休止タイマーの回数か 

休止タイマー 
ＯＮ 

回路切断 

休止設定時間オーバー 

回路切断 

２秒経過 

２０秒タイマー 
ＯＮ 

回路切断 

２０秒経過 

Ｎ

ＮＮ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

Ｎ
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ｂ．通信相手がポケベルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メッセージの送出 

 

   

ＩＤ     入力情報 

   

 

 

Ｄ０～１５   バイナリ－（０または１） 

 

 

（注）メッセージを送出開始すると、その間入力変化が発生してもメーセージには、表示 

されません。 

 

（＊）ラインの極性の反転で応答する。（ＰＢＸではポケベル発信は使用できません） 

 

 

  ＋    ＋ ＃ ＃ 

第１電話番号か 

発 進 Ｏ Ｎ  

第１電話番号 
ダイヤル 

第２電話番号 
ダイヤル 

相手応答か （※）

通信終了 

回路切断 

発進ＯＮ接続中か 

３０秒オーバーか 

再呼終了 

別の電話番号を呼ぶか 
休止タイマーの回数か 

休止タイマー 
ＯＮ 

回路切断 

休止設定時間オーバー 

回路切断 

２秒経過 

２０秒タイマー 
ＯＮ 

回路切断 

２０秒経過 

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

設定時間経過 

メッセージ 
ＰＢ送信（注） 

５秒経過か 

（注）

2桁 8桁 
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（５）自動着信 

回線   ＬＥＤ   ブザー出力（注１） 

自動着信時        ： 接続   表示    ＯＮ 

 

（着信後） 

◆［ＲＥＳＥＴ］ｽｲｯﾁを押す： 切断   ＯＦＦ   ＯＦＦ 

 

◆最大時間オーバー    ： 切断   ＯＦＦ   ＯＮ （注２） 

 

注１ 

ＮＣＵ機能設定で「着信呼出ブザーＯＮ」に設定してなければブザーは出力しません。 

 

注２ 

最大時間をオーバーすると回線は切断しますが、ブザー出力は止まりせん。止める時は、 

［ＲＥＳＥＴ］スイッチを押して止めて下さい。 

 

ａ．ＮＣＵでの自動着信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンキング検出 

回路接続 

通信相手（※）

多重伝送通信 
（＊） 

ブザー出力ラッチ 

リセットスイッチＯＮ 

相手が接続中か 

３分経過 

３秒タイマＯＮ ブザー出力リセット 

回線切断 

５秒経過 

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

（※）キャリア検出 
（＊）出力検出１～８ 
   ＩＤ 
   切り替え信号 

Ｎ
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ｂ．ＤＴＥ での自動着信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ポケベル発信のメーセージ表示 

      

         

 

         

 

入力状態    ：  入力１～８のモニタ 

バイナリー（０または１） 

 

ＩＤ        ：  ００～１５ 

 

表示例 

      

         

 

          

 

入力状態   ： １と５の接点がＯＮ 

 

 

ＩＤ     ： ＩＤ＝０５の端末から着信 

 

 

（７）回線接続最大時間の設定 

通信相手がＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの場合、お互いのキャリアを検出して、回線の接続を 

続けますが、本装置は最大接続時間を設定できるので、操作ミス等で不必要な回線の接 

続を防ぐ事ができます。時間の設定は、７－（３）項 選択６を参照して下さい。 

 

 

 

Ｎ

ＣＩ送出（※） 

ＣＭＬ ＯＮ 

回路接続 

通信 

ＣＭＬ ＯＮか 

回路切断 

Ｙ

ＤＴＥからの信号 

（※）ＣＩは、リンキング中のみ送出 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

０５１０００１０００ 
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     ９．ＲＳ２３２Ｃ通信 

（１）概略 

   本項での説明は、ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓとパソコン等外部制御機器（ＤＴＥ）がＲＳ２ 

   ３２Ｃで通信する場合の手順に関するものです。 

   ＲＳ２３２Ｃ通信は、コマンドとレスポンスで構成されます。 

 

■コマンド   ： ＤＴＥからＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓに送られる指令 

■レスポンス  ： ＭＴＲ－ＮＣＵ８ＳからＤＴＥに送られる応答 

 

いずれも、２文字以上のキャラクタ列と最後尾に付加するＣ／Ｒコード（ＯＤＨ）で 

構成されます。 

 

《注意》 

 ７－（２）、（３）項で設定されるＮＣＵ機能とデータは、ＲＳ２３２Ｃモードでは、 

すべて無視されます。 

 

（２）コネクタ（Ｄ－ＳＵＢ ９ＰＩＮ） 

 

                ＲＳ２３２Ｃ 

 
 

 

 

 

 

ピンＮｏ 信号名 入出力 信号内容 

１ ＦＧ ― フレームグランド 

２ ＴＸ 出力 送信データ（レスポンス） 

３ ＲＸ 入力 受信データ（コマンド） 

４    

５    

６    

７ ＳＧ ― シグナルアース 

８    

９    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 4 3 2 1 

9 8 7 6 
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（３）ＲＳ２３２Ｃ 通信部仕様 

 

通信規格 

●ＥＩＡ 規格・ＲＳ２３２Ｃ 

通信方式 

●歩調同期式（非同期・無手順） 

通信速度 

●２，４００ｂｐｓ 

通信フォーマット 

●スタートビット    ： １ 

●データビット     ： ８ 

●パリティ       ： なし 

●ストップビット    ： １ 

 

（４）コマンドとレスポンスのデータフォーマット 

コマンドとレスポンスの各キャラクターは、アスキーコードで表現されます。 

 

■自動着信のコマンド例 

 

Ｃ Ｉ ０ C/R L/F

 

43H  49H   30H  0DH   0AH 

 

■ＯＫ レスポンスの例 

    

Ｏ Ｋ C/R L/F

 

4FH   4BH   0DH   0AH 

 

《注意》 

以後の説明にはC/R ･L/F を省略していますが、キャラクタ列の最後尾には、必ず付加 

してください。 
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（５）機能一覧表 

コマンド及びレスポンスは、アルファベットの２文字で構成され、直後につながる 

”＊”印はパラメーターを意味します。 

 

番号 機能 コマンド レスポンス 

ａ 初期設定 ＳＴ ＮＧ 

ｂ 自動着信 ＣＱ＊＊＊‥＊ 

＊発信相手区分 

＊電話番号    

ＮＧ 

ＣＣ ＊ 

ＤＣ ＊＊＊ 

ＬＯ 

ｃ 自動着信 ＣＩ＊ 

  ＊発信相手区分 

ＮＧ 

ＯＫ 

ＬＣ 

ＬＯ 

ｄ データ読込 ＬＤ ＮＧ 

ＬＤ＊＊‥＊ 

ＮＤ 

ｅ データ送信 ＳＤ＊＊‥＊ 

  ＊入力データ 

ＮＧ 

ＯＫ 

ＮＤ 

ｆ ＰＢトーン送出 ＰＢ＊＊‥＊ 

  ＊プッシュトーン

ＮＧ 

ＯＫ 

ＮＴ 

ｇ 回線断指令 ＦＨ ＮＧ 

ＯＫ 

ｈ ＮＣＵの状態モニタ ＭＮ ＳＭ＊＊‥＊ 
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（６）コマンドとレスポンスの説明  

ａ．初期設定 

■コマンド   ＳＴ 

 

■レスポンス  ＮＧ   ： コマンドが正しくない 

 

■機能説明 

☆ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓとパソコン等の通信が始まる最初に一度本コマンドを実行します。 

尚、本コマンドを実行しないと、ＲＳ２３２Ｃの通信は行えません。 

 

 

ｂ．自動発信 

■コマンド   ＣＱ＊ ＊ ＊ ・ ・ ＊ 

1  2  3     16 ＝最大１６ 文字 

 

1 : 発信相手区分 ０＝ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ 

１＝ポケベルを含む一般加入者 

 

2-16 :  電話番号      ０～９＝電話番号 

＃    ＝PB 記号 

＊    ＝PB 記号 

Ｐ    ＝ダイヤル中のポーズ（３．５秒） 

 

■レスポンス    ＣＣ＊：自動発信結果 

 

＊：自動発信結果    ０＝正常接続 

１＝３０ 秒以上つながりません 

２＝発信動作に入ったあと着信がありました 

３＝ラインがつながっていません 

４＝現在接続中 

５＝現在発信中 

 

ＤＣ＊＊＊：現在発信禁止 

 

＊＊＊    ：０～１８０＝発信禁止残り時間（秒） 

 

《注意》同一電話番号に３分以内に３回発信している場合、再度発信する事は禁止 

されています。 

 

ＬＯ      ：相手側が回線を開放した 

 

ＮＧ      ：コマンドが正しくない 

 

■機能説明 

☆本コマンドは、発信あるいは、通信していない場合に限り受け付けられます。 

☆電話番号中のポーズは、ＰＢＸ（構内交換機）から外線（ＮＴＴ局）に発信する 

場合等に利用できます。 

☆発信動作中に着信があった場合は、［ＣＣ２］のレスポンスにひき続いて［Ｌ 

Ｃ］レスポンスが送信されます発信を優先させたい場合は回線切断コマンド［ 

ＦＨ］を出した後、再び［ＣＱ＊＊・・＊］コマンドを送ります。 
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ｃ．自動着信 

■コマンド      ＣＩ＊ 

 

＊：着信相手          ０ ＝ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ 

１ ＝一般加入者 

 

■レスポンス    ＮＧ    ：コマンドが正しくない 

ＯＫ    ：コマンドが正常に実行された 

ＬＣ    ：回線が接続された 

ＬＯ    ：回線が開放された 

   

■機能説明 

☆［ＣＩ１］の状態は、改めて［ＣＩ０］のコマンドを送り出すまで保持されます。 

但し、電源がＯＦＦの後は、［ＣＩ０］の状態になります。 

☆リンギングを１回でも検出すると回線を一旦接続します但し着信相手がＭＴＲ 

－ＮＣＵ８Ｓの場合（ＣＩ０モード）相手のキャリアが検出されないと［ＬＣ］ 

レスポンス出されません。 

☆相手がＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓの場合は３分間で回線が自動的に開放されます改め 

て［ＦＨ］コマンド（回線開放コマンド）の送出の必要はありません。 

 

ｄ．データ読込 

 

■コマンド      ＬＤ 

 

■レスポンス    ＲＤ ＊ ＊ ＊ ・ ・ ＊ 

1  2  3       16 

 

Ｎｏ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 １1 １2 １3 １4 １5 １6 

ＯＮ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

ＯＦＦ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

信号 
１  ２  ３  ４  ５   ６  ７   ８

出     力 

０    1   ２   ３

Ｉ Ｄ信号 

０    １   ２ 

切換信号SI 

 

注 

注：伝助の安定データビット。"1"の時、出力データは安定しています。 

 

ＮＤ  ： 伝助がつながっていません 

ＮＧ  ： コマンドが正しくない 

 

■機能説明 

☆本コマンドの送出はＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ に発信されたか、もしくはＭＴＲ－ＮＣ 

Ｕ８Ｓからの着信で回線接続後でなければ受け付けられません。 
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ｅ ．データ送出 

■コマンド     ＳＤ＊ ＊ ＊ ・ ・ ＊ 

1   2   3           11 

 

Ｎｏ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 １1

ＯＮ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

ＯＦＦ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

信号 
１  ２  ３  ４  ５   ６  ７   ８ 

出            力 

０    １   ２

切換信号SI 

 

注：この入力信号は入力端子に送出出来ません。 

 

※必ず１１桁データを書き込むようにしてください。 

 

■レスポンス    ＮＧ  ：  コマンドが正しくない 

ＮＤ  ：  伝助がつながっていません 

ＯＫ  ：  コマンドを正常に実行 

 

■機能説明 

☆本コマンドの送はＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓに発信されたか、もしくはＭＴＲ－ＮＣ 

Ｕ８Ｓからの着信で回線接続後でなければ受け付けられません。 

 

 

ｆ．ＰＢトーン送出 

■コマンド        ＰＢ  ＊  ＊  ・  ・  ＊ 

1   2          16 ＝最大１６ 文字 

 

＊  ：プッシュトーン  ０～９＝数字 

＃＝PB記号 

＊＝PB記号 

 

■レスポンス    ＮＧ  ：  コマンドが正しくない 

ＮＴ  ：  回線がつながっていません 

ＯＫ  ：  コマンドを正常に実行 

 

■機能説明 

☆通信相手がＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ以外に発信あるいは、着信された場合で回線接続 

中のみ有効です。 

☆ポケベルへのメッセージ送出等に利用できます。 

☆ＰＢトーンのＯＮ時間は７５ｍ秒、ＯＦＦ時間は、１３５ｍ秒繰り返しで送出さ 

れます。 

 

ｇ．回線断指令 

■コマンド      ＦＨ 

 

■レスポンス    ＮＧ  ：  コマンドが正しくない 

ＯＫ  ：  コマンドを正常に実行 

 

■機能説明 

☆回線がいかなる状態でも受け付けられます。 

☆本コマンドが実行されるまで１秒必要です。 
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ｈ．ＮＣＵ状態モニタ 

■コマンド   ＭＮ 

 

■レスポンス  ＳＭ  ＊ ＊ ・ ・ ＊ 

1  2           8 ＝最大８ 文字 

 

Ｎｏ ０ １ 

１ 非発信中 発信中 

２ 非接続中 接続中 

３ ＣＩ０ ＣＩ１ 

４ ＣＱ０ ＣＱ１ 

５ ＭＴＲ－ＮＣＵ８Ｓ 外付電話機 

６ 未使用 未使用 

７ 未使用 未使用 

８ 未使用 未使用 

 

■機能説明 

☆［ＣＱ＊］のモニタは発言中あるいは、通話中以外は ”＃”が返ります。 
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１０ ．外観図 
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     １２．オプション 

 

         

 品 名 仕様  型式 

１ ＡＣアダプタ ＡＣ１００Ｖ／650mA ＤＣ１２Ｖ ８ＳＰ－０１ 

２ 停電保証付 

ＡＣアダプタ 

 ８ＳＰ－０２ 

３ ＤＴＥ用 

コネクタ 

Ｄ－ＳＵＢ１５Ｐ 

   ケーブルは含まない 

８ＳＰ－１０ 

４ ＲＳ２３２Ｃ 

 ケーブル 

Ｄ－ＳＵＢ９Ｐ－ＤＳＵＢ１５Ｐ ８ＳＰ－１１ 

５ モジュラー 

ケーブル 

２Ｍ 両端モジュラー ８ＳＰ－１２ 

６ 壁掛け金具  ８ＳＰ－２０ 

７ ＲＳ２３２Ｃ 

 通信ソフト 

 お問い合わせ下さい ８ＳＰ－５０ 

 

40ｍｍ 

280ｍｍ 
205ｍｍ 

100ｍｍ 120ｍｍ 

6 0ｍｍ 
（ｺﾞﾑ足除く）

ＡＣ ＤＣ

ＦＧ ＋－

ＡＣ ＤＣ１２Ｖ
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１３．各機能及びデータの設定値記録表 

（１）ＮＣＵ機能：モードスイッチ［１］ 

選択 設定項目 出荷時 設定値 備考 

０ ダイヤル選択 ０   

１ 発信モード ０   

２ 着信モード ０   

３ 再呼切換 ０   

４ ポケベル発信 ０   

５ ブザーON/OFF ０   

６ 接続回線 ０   

７ 出力モード ０   

 

 

（２）データ設定：モードスイッチ［２］ 

選択 設定項目 出荷時 設定値 備考 

０ 第１電話番号 ―   

１ 第２電話番号 ―   

２ ＩＤの登録 ―   

３ 再呼回数 ９   

４ 呼出休止時間 ０   

５ 発信入力番号 ３   

６ 最大接続時間 ３   

７ ポケベル設定時間 ３   

 


